
タイトルのTuuliとはフィンランド語で「風」を意味します。皆様のもとにさわやかな風をお届けしたいと願っています。
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先週、東京経済大学の法学部の1年生13名が特養の見学にいらっしゃいました。その折の理事長のお話
の中に、有料老人ホームと社会福祉法人の運営する施設との違いについてお話がありました。「社会福祉
法人である至誠ホームではボランティアさんが多く活動してくださったり、多くの生徒や学生さんが学び
に来てくれる。これは施設の社会的役割で、地域の福祉資源になるという意味でも地域との関係を大切に
している。」

また毎年恒例になっていますが地域の小学生の交流活動の受け入れも行いました。交流の中で小学生か
ら「お年寄りからゆっくりはっきり大きめの声で笑顔で話すよう教えていただきました。」「昔の唱歌を
覚えて一緒に歌いました。その時ゆっくり目に歌うように工夫しました。」などの感想がありました。

今後も地域とのよりよい関係を築いていけるよう努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。
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錦特養ボランティア活動報告会も今年で６回目となります。今年はみどりの会の代表の山本さんにお
話しいただきます。みどりの会の皆さんはチームでシーツ交換や、行事、ホーム喫茶、お花クラブの指
導や補助、クラブ活動の送迎など活動は多岐にわたります。

ボランティア活動はとかく孤独な活動になりがちです。特養の職員も出席の予定をしておりますので
どうぞこの機会に皆様の日ごろの活動の様子などもお聞かせください。ご出席をお待ちいたしておりま
す。

 場 所： センター4階 研修室

 日 時： 1１月２４日（火）
１４：００～１５：３０

 内 容： ボランティア活動の発表
発表者・・・みどりの会代表 山本由美子氏

 参加費：無料

 参加者の予定：①錦地区のボランティアの皆様 ②特養利用者のご家族 ③職員

錦 特 養 活 動 報 告 会 の お 知 ら せ

工 事 に伴う 駐 車 場 の お 願 い

１１月１６日からアウリンコの建設工事が本格的に始まります。その工事に伴い
スオミの前の駐車場およびウエストホールの跡地(現在砂利が敷いてあるところ）に
工事のフェンスが張られ、駐車場として使えなくなります。

今までデイホームの送迎車などを駐車していましたが、それらの車両も移動をす
る必要となり、場所をいろいろなところに分散させて止めることとなりました。

工期は１年以上の長期間に渡ります。ホーム内の駐車場の数が激減しますので、
外来者の皆様には車でのご来園をご遠慮いただくことになります。ボランティアの皆
様にも大変ご不便をおかけいたしますが、どうぞご理解とご協力をいただきますよう
お願いいたします。
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宮 シ ス タ ー ズ 音 楽 コ ン サ ー ト
送 迎 ボ ラ ン テ ィ ア 募 集

普段は至誠ホームミンナ(国分寺）で活動をしてくださっている宮シスターズによる音楽会です。
メンバーは国立音楽大学の出身の皆さんで、珍しい楽器のアンサンブルを聞かせてくださいます。
特養の利用者の皆さんの送迎のお手伝いをください。どうぞよろしくお願いいたします。

日 時：１１月２６日(木曜日） １４：００～１４：４５

場 所：センター２階ホール

募 集：車いすの送迎と見守り

利用者の皆さんが楽しみにしておられる恒例のお餅つきが今年も行われます。つき手と返し手の
見事な呼吸で、次々お餅がつきあがります。それを小さくちぎって、見守りながらお年寄りに食べ
ていただきます。どうぞボランティアの皆様もご一緒につきたてのお餅をお楽しみください。

 日 時 ： １２月４日（金）９：５０～１２：００

 場 所 ： けやき広場

 募 集 ： ①餅のつき手（２名） ②餅の返し手（３名）③餅の運び手（５名）
④利用者の送迎・誘導等（１０名）

※ちぎり手として和光の利用者の皆さんがお手伝いくださいます。

特養各フロアの利用者のみなさんが楽しみになさっています。どうぞ送迎と見守りにもお力をお貸
しください。

お 餅 つ き ボ ラ ン テ ィ ア さ ん 募 集 の お 知 ら せ

至誠ホームでは地域を支える自主事業として、ホームで調理された温かいお弁当を一日５０食を上
限とし、近隣の地域の高齢の方々にお届けしています。その事業を支えてくださっているのは社会人
の方、東京女子体育大学の学生さん、立正佼成会の皆さん、和光やスオミケアハウス、せせらぎの皆
さん、至誠ホームを退職をされた元職員さんなどです。

今活動中の最高齢のボランティアさんは９７歳です！皆さんにこれからも元気にボランティア活動
をお続けいただくために、年を重ねると身体にどのような変化があるのかを知り、上手に付き合って
いけるように気を付けることを学びましょう。そのあと一緒に体操で汗を流したいと思います。

配 食 ボ ラ ン テ ィ ア 交 流 会 の お 知 ら せ

日 時 ： １２月１６日（水曜日）
１０：0０～１３：００

場 所 ： センター4階 研修室

参 加 費 ： 500円

対 象 ： ふれあい夕ごはんにかかわるボランティアさんとスタッフ等

講 演 ：元気にボランティア活動を続けるために
～いつまでも自分で歩きたい～
講師：生活アクティビティ リハビリ指導員 高藤 淳子

持ち物 ： 体操のできる服装 タオル かかとのある上履き


